
百十四グループのめざす姿

長期ビジョン（百十四グループが長期的にめざす姿）

人口減少・少子高齢化の進展に加え、脱炭素・循環型社会への移行や加速するデジタルシフトへの対応等、地域のサス
テナビリティに関わる課題は多様化・複雑化しています。このような環境変化の中で、私たち百十四グループが地域と
ともに持続的に成長するためには、長期的な視点で地域のサステナビリティに関する課題に主体的に取り組むことで、
経営の持続可能性を高めていく必要があります。
こうした認識のもと、百十四グループは、サステナビリティに関する課題のうち優先的に取り
組むべき重要課題を「百十四グループマテリアリティ」として特定するとともに、マテリアリティ
の解決に向けて長期的にめざす方向性として「長期ビジョン2030」を定めました。
めざす姿の実現に向け、現在その第1フェーズとなる中計「創ろうイ・イ・ヨ♪」
においてさまざまな施策に取り組んでいます。
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